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Ι 酪農及び肉用牛生産の近代化に関する方針 

  本町の酪農・肉用牛生産は、畜産物需要の堅調な伸びに支えられ、恵まれた土地資源を活用して大きな発展を遂げ、本町の経済にとって極めて

重要な地位を占めています。 

  また、乳用牛・肉用牛は、気象・土地条件が稲作や畑作物の栽培に適さないような地域においても生産可能であり、土地の有効活用と食料の安

定確保を図る上で大きな役割を果たしています。 

  しかしながら、畜産経営における労働過重や労働力不足の問題が顕在化し、経営主の高齢化や後継者不足により農家戸数が年々減少しています。

加えて、穀物価格や農業生産資材の高騰など、酪農・畜産経営を取り巻く生産環境は厳しいものとなっており、自給飼料基盤や経営体質の強化、

さらには多様な担い手の育成などが重要な課題となっています。 

  こうした中、本町の酪農・肉用牛生産を持続的に発展させていくため、飼料作物の生産技術の向上や地域の実情に応じた放牧の推進など、「土

-草-牛」の循環を基本とした資源循環型酪農・畜産の確立と、多様な担い手の育成、畜舎の整備、草地更新による自給飼料の確保、優良牛の育成

に必要な受精卵の移植及び採卵などに対する支援を行うとともに、農業用機械の導入を推進し、安全で良質な畜産物の安定的な生産・提供に努め、

今後も本町の基幹産業として継続的な発展を目指します。  

 

Ⅱ 生乳の生産数量及び乳牛の飼養頭数の目標又は肉用牛の飼養頭数の目標 

１ 生乳の生産数量及び乳牛の飼養頭数の目標 

区域名 
区域の

範囲 

現在（平成３０年度） 目標（令和１２年度） 

総頭数 
成牛 

頭数 

経産牛 

頭数 

経産牛1頭

当たり年

間搾乳量 

生乳 

生産量 
総頭数 

成牛 

頭数 

経産牛

頭数 

経産牛1頭

当たり年

間搾乳量 

生乳 

生産量 

和寒 和寒町 
頭 
517 

頭 
317 

頭 
294 

kg 

8,884 
t 

2,612 
頭 
510 

頭 
310 

頭 
290 

kg 

9,000 

t 

2,610 

合計  517 317 294 8,884 2,612 510 310 290 9,000 2,610 

(注)１．成牛とは、24ヶ月齢以上のものをいう。以下、諸表において同じ。 

２．生乳生産量は、自家消費量を含め､総搾乳量とする。 

３．｢目標｣欄には計画期間の令和12年度の計画数量を､｢現在｣欄には原則として平成30年度の数値を記入すること。以下、諸表において同じ。 

 
２ 肉用牛の飼養頭数の目標 

区域名 
区域の 

範囲 

現在（平成３０年度） 目標（令和１２年度） 

肉用牛 

総頭数 

肉専用種 乳用種等 
肉用牛 

総頭数 

肉専用種 乳用種等 

養殖 

雌牛 肥育牛 その他 計 乳用種 交雑種 計 
繁殖 

雌牛 
肥育牛 その他 計 乳用種 交雑種 計 

和寒 和寒町 
頭 

310 
頭 

3 

頭 

1 

頭 頭 

4 

頭 頭 

306 
頭 

306 
頭 

351 

頭 

0 

頭 

1 

頭 頭 頭 頭 

350 

頭 

350 

合計  310 3 1  4  306 306 351 0 1    350 350 

(注)１．繁殖雌牛とは、繁殖の用に供する全ての雌牛であり、子牛、育成牛を含む。 

２．肉専用種のその他は、肉専用種総頭数から繁殖雌牛及び肥育牛頭数を減じた頭数で子牛を含む。以下、諸表において同じ。 

３．乳用種等とは、乳用種及び交雑種で、子牛、育成牛を含む。以下、諸表において同じ。 



 

Ⅲ 近代的な酪農経営方式及び肉用牛経営方式の指標 

１ 酪農経営方式 

単一経営 

目指す経営の姿 

経営概要 

経営形態 

飼養形態 

経産牛頭数 飼養方式 外部化 給与方式 
放牧利用 

（放牧地面積） 

Ⅰ 

ｽﾀﾝﾁｮﾝ 

(部分放牧)40頭 

家族経営 

頭 

40 ST 
ﾍﾙﾊﾟｰ 

公共牧場 
分離給与 

（ha） 

部分放牧 

Ⅱ 

ｽﾀﾝﾁｮﾝ 

(部分放牧)40頭 

家族経営 60 ST 
ﾍﾙﾊﾟｰ 

公共牧場 
分離給与 部分放牧 

Ⅲ 

ﾌﾘｰｽﾄｰﾙ 

     80頭 

家族経営 80 
FS 

MP 

ﾍﾙﾊﾟｰ 

公共牧場 
TMR 舎飼 

 

 

 
生産性指標 

備考 

牛 飼料 人 

経産牛 

1頭 

当たり 

乳量 

更

新 

産

次 

作付 

体系 

及び 

単収 

作付 

延べ 

面積 

※放牧 

利用 

含む 

外部化 

(種類) 

購入 

国産 

飼料 

(種類) 

飼料 

自給率 

(国産 

飼料) 

粗飼料 

給与率 

経営内 

堆肥 

利用 

割合 

生産コス

ト 
労働 経営 

生乳1kg 

当たり 

費用合計 

(現状との 

比較) 

経産牛 

1頭 

当たり 

飼養 

労働時間 

総労働 

時間 

(主たる 

従事者) 

粗収入 経営費 
農業 

所得 

主たる 

従事者 

1人当たり 

所得 

kg 

6,000 

産 

5 

kg 
ﾁﾓｼｰ 

主体 

ha 

52 
個別 

完結 
― 

% 

76 

% 

76 

割 

10 

円% 

84.7 

hr 

78.5 

hr 

3,296 

(1,800) 

万円 

3,771 

万円 

2,849 

万円 

922 

万円 

461 

 

 

 

8,500 4 
ﾁﾓｼｰ 

主体 
78 

個別

完結 
― 74 74 10 75.5 65.5 

4,121 

(2,000) 
5,991 4,217 1,774 887  

8,500 4 
ﾁﾓｼｰ 

主体 

ﾄｳﾓﾛｺｼ 
80 

個別

完結 
― 75 75 10 74.7 56.0 

4,700 

(2,000) 
8,495 5,604 2,890 1,445  

(注) １．「方式名」欄には、経営類型の特徴を、「備考」欄には「方式」の欄に掲げる方式を適用すべき区域名等を記入すること。 

２．６次産業化の取組を織り込む場合には、基本方針の第３の票のように、６次産業化部門に係る指標を分けて記入すること。 

３．（注）１，２については、「２肉用牛経営方式」についても同様とする。 



 

２ 肉用牛経営方式 

（１）肉専用種繁殖経営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生産性指標 

備考 

牛 飼料 人 

分娩 

間隔 

初産 

月齢 

出荷 

月齢 

出荷時 

体重 

作付 

体系 

及び 

単収 

作付 

延べ 

面積 

※放牧 

利用 

含む 

外部化 

購入 

国産 

飼料 

(種類) 

飼料 

自給率 

(国産 

飼料) 

粗飼料 

給与率 

経営内 

堆肥 

利用 

割合 

生産コスト 労働 経営 
子牛1頭 

当たり 

費用合計 

(現状との 

比較) 

子牛1頭 

当たり 

飼養 

労働時間 

総労働 

時間 

(主たる 

従事者) 

粗収入 経営費 
農業 

所得 

主たる 

従事者1人 

当たり 

所得 

ヶ月 

 

12.5 

ヶ月 

 

24.0 

ヶ月 

去勢 

8.0 

雌 

8.0 

kg 

去勢 

235 

雌 

253 

kg 
 

混播 

主体 

ha 

 

12.8 ― ― 

% 

 

85 

% 

 

80 

割 

 

10 

円(%) 

 

386.839 

hr 

 

90 

hr 

 

1,904 

(1,800) 

万円 

 

751 

万円 

 

486 

万円 

 

265 

万円 

 

250 

 

(注) １．「方式名」欄には、経営類型の特徴を、「備考」欄には「方式」の欄に掲げる方式を適用すべき区域名等を記入すること。 

２．６次産業化の取組を織り込む場合には、基本方針の第３の票のように、６次産業化部門に係る指標を分けて記入すること。 

３．（注）１，２については、「２肉用牛経営方式」についても同様とする。 

目指す経営の姿 

経営概要 

経営形態 

飼養形態 

飼養頭数 飼養方式 外部化 給与方式 
放牧利用 

（放牧地面積） 

Ⅰ 

肉専用種 

繁殖経営(複合) 

家族経営複合 

頭 

繁殖20 牛房群飼 ― 分離給与 

（ha） 

5.4 



 

 

（２）肉用牛（肥育・一貫）経営 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
生産性指標 

備考 牛 飼料 人 

肥育 

開始時 

月齢 

出荷 

月齢 

肥育 

期間 

出荷時 

体重 

1日 

当たり 

増体重 

作付 

体系 

及び 

単収 

作付 

延べ 

面積 

※放牧 

利用 

含む 

外

部

化 

購入 

国産 

飼料 

(種類) 

飼料 

自給率 

(国産 

飼料) 

粗飼料 

給与率 

経営内 

堆肥 

利用 

割合 

生産コスト 労働 経営 

肥育牛1頭 

当たり 

費用合計 

(現状との 

比較) 

肥育牛1頭 

当たり 

費用合計 

飼養 

労働時間 

総労働 

時間 

(主たる 

従事者) 

粗収入 経営費 
農業 

所得 

主たる 

従事者

1人 

当たり 

所得 

 

ヶ月 

7.0 

ヶ月 

24.0 

ヶ月 

17.0 

kg 

800 

kg 

1.042 

 

kg 

ｲﾈ科 

主体 

ha 

14.5 

 
― ― 

% 

29 

% 

19 

割 

10 

円(%) 

414,317 

hr 

15.3 

 

hr 

4,711 

(2,000) 

 

万円 

8,135 

万円 

7,183 

万円 

952 

万円 

817 

 

(注)１．繁殖部門との一貫経営を設定する場合には、肉専用種繁殖経営の指標を参考に必要な項目を追加すること。  

２.「肥育牛１頭当たりの費用合計」には、もと畜費は含めないものとする。 

目指す経営の姿 

経営概要 

経営形態 

飼養形態 

飼養頭数 飼養方式 外部化 給与方式 
放牧利用 

（放牧地面積） 

交雑種 

一貫経経営(専業) 
家族経営専業 

頭 

育成 

100 

肥育 

200 

牛房群飼 ― 分離給与 

（ha） 

 

― 



 

Ⅳ 乳牛又は肉用牛の飼養規模の拡大に関する事項 

１ 乳牛 

（１）地域別乳牛飼養構造 

区域名 ①総農家戸数 ②飼養農家戸数 ②/① 

乳牛頭数 1戸当たり 

平均飼養頭数 

③/② 
③総数 ④うち成牛頭数 

和寒 

現在 

 

目標 

戸 

232 

戸 

8 

 

8 

％ 

3 

頭 

517 

 

510 

頭 

317 

 

310 

頭 

65 

 

64 

合計 

現在 

 

目標 

 

232 

 

8 

 

8 

 

3 

 

517 

 

510 

 

317 

 

310 

 

65 

 

64 

(注)｢飼養農家戸数｣欄の( )には、子畜のみを飼育している農家の戸数を内数で記入する。 

 

（２）乳牛の飼養規模の拡大のための措置 

   牛群検定情報の効率的な活用による適切な飼養管理、畜舎整備等による規模拡大、農業用機械 

  の導入、放牧の活用や草地更新等による自給生産飼料の拡大、優良牛の育成に必要な受精卵の移 

  植及び排卵採卵などの支援を実施し、飼養規模の維持・拡大を目指します。 

    



 

２ 肉用牛 

（１）地域別肉用牛飼養構造 

 区域名 
① 

総農家数 

② 

飼養農家 

戸数 
②/① 

肉用牛飼養頭数 

総数 
肉専用種 乳用種等 

計 繁殖雌牛 肥育牛 その他 計 乳用種 交雑種 

肉専用種 

繁殖経営 

和寒 

 

現在 

 

目標 

 

戸 

232 

戸 

1 

 

1 

％ 

0.4 

頭 

3 

 

0 

頭 

3 

 

0 

頭 

3 

 

0 

頭 頭 頭 頭 頭 

合計 

 

現在 

 

目標 

 

 

232 
 

1 

 

1 

 

0.4 

 

3 

 

0 

 

3 

 

0 

 

3 

 

0 

     

肉専用種 

肥育経営 

和寒 

 

現在 

 

目標 

 

 

232 
 

1 

 

1 

 

0.4 1 

 

1 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

    

合計 

 

現在 

 

目標 

 

 

232 
 

1 

 

1 

 

0.4 1 

 

1 

1 

 

1 

 

1 

 

1 

    

乳用種･

交雑種 

肥育経営 

和寒 

 

現在 

 

目標 

 

 

232 
 

1 

 

1 

 

0.4 306 

 

350 

    

306 

 

350 

 

306 

 

350 

合計 

 

現在 

 

目標 

 

 

232 
 

1 

 

1 

 

0.4 306 

 

350 

    

306 

 

350 

 

306 

 

350 

(注)( )内には、一貫経営に係る分(肉専用種繁殖経営、乳用種・交雑種育成経営との複合経営)に 

ついて内数を記入すること。 

 

（２）肉用牛の飼養規模の拡大のための措置 

    遺伝的能力を十分に発揮するための飼養管理技術の向上、地域の飼料資源等の活用や品種特性 

   を活かした肉用牛生産の推進、自給飼料中心の給与体系への転換を通じた生産性の向上などに 

   重点をおいた取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 Ⅴ 国産飼料基盤の強化に関する事項 

１ 飼料の自給率の向上 

 現在（平成３０年度） 目標（令和１２年度） 

飼料自給率 乳用牛 68％ 75％ 
 肉用牛 9％ 26％ 

飼料作物の作付延べ面積 461ha 463ha 
 

２ 具体的措置 

 

①粗飼料基盤強化のための取組 

   草地改良事業に対する町単独助成事業の実施、飼料自給率の現状維持の確保を図ります。 

 

②輸入とうもろこしの代替となる飼料生産の取組 



 

Ⅵ 生乳の生産者の集乳施設の整備その他集乳の合理化のための措置又は肉用牛の共同出荷その他の

肉用牛の流通の合理化のための措置 

 

１ 集送乳の合理化 

生乳流通の安定とコスト低減を図るため、地域の生乳生産量や処理量に対応した集送乳体制の

整備を推進します。また、生乳の広域流通の円滑化を図るため、乳用牛乳向け生乳需要の動向を

踏まえ、輸送手段などの充実を図ります。なお、集送乳等経費については、目標年度において現

状の９割程度を達成することを目標とします。 

 

２ 肉用牛流通の合理化のための措置 

（１）肉用牛（肥育牛）の出荷先 

 現在（平成３０年度） 目標（令和１２年度） 

出荷頭数 

① 

出荷先 

②/① 
出荷頭数 

① 

出荷先 

②/① 道内 

② 
道外 

道内 

② 
道外 

肉専用種

乳用種 

交雑種 

頭

306

頭 頭

306

％

0

頭 

351 

頭 頭

351

％

0

 

（２）肉用牛の流通の合理化 

 

 

Ⅶ その他酪農及び肉用牛生産の近代化を図るために必要な事項 

   現状維持を図るため、労働力の軽減を図るため、酪農ヘルパーの活用や放牧の推進や関係機関と 

連携し必要な支援を実施します。 
 

 

 


